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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和1年11月21日(2019.11.21)

【公表番号】特表2018-530617(P2018-530617A)
【公表日】平成30年10月18日(2018.10.18)
【年通号数】公開・登録公報2018-040
【出願番号】特願2018-538935(P2018-538935)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 471/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/444    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/5377   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/496    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/99     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  471/04     １０７Ｅ
   Ｃ０７Ｄ  471/04     ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/06     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/444    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/5377   　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/496    　　　　
   Ｃ１２Ｎ    9/99     ＺＮＡ　

【手続補正書】
【提出日】令和1年10月3日(2019.10.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３７６】
　本出願で与えられ、記載されている本発明の化合物の化学名の少なくとも一部は、市販
の化学物質命名ソフトウェアプログラムの使用によって自動的に作り出された可能性があ
り、独立に確認されたものではない。この機能を実施する代表的なプログラムとしては、
OpenEye Scientific Software社によって販売されているLexichem命名ツール、及びMDL I
nformation Systems社によって販売されているAutonom Softwareツールが挙げられる。表
示された化学名と図示された構造が異なる場合、図示された構造が優先する。
（参考文献）
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【化４３】
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　本件出願は、以下の構成の発明を提供する。
（構成１）
　式Iの化合物:
（化１）

(式中
Cyは
－1つ以上の独立に選択されるR3により任意に置換されている単環式C3-7シクロアルキル
、又は
－N、S、及びOから独立に選択される1又は2つのヘテロ原子を含み、1つ以上の独立に選択
されるR3により任意に置換されている4～7員単環式ヘテロシクロアルキルであり;
R1は
－H、
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－-SO3H、
－-P(=O)(OH)2、
－C1-4アルキル、
－-C(=O)-(N、S、及びOから独立に選択される1又は2つのヘテロ原子を含む4～7員単環式
ヘテロシクロアルキル)、又は
－C1-6アルキルが1つ以上の独立に選択されるR4基により任意に置換されている-C(=O)C1-
6アルキルであり;
R2は、H又はC1-4アルキルであり;
各R3は:
－OH、
－=O、
－ハロ、及び
－C1-4アルキル
から独立に選択され;
各R4は:
－-NR5aR5b、
－-C(=O)OH、
－N、S、及びOから独立に選択される1又は2つのヘテロ原子を含み、1つ以上の独立に選択
されるC1-4アルキルにより任意に置換されている4～7員単環式ヘテロシクロアルキル、及
び
－-NHC(=O)-C1-4アルキル-NH2
から独立に選択され;且つ
R5a及びR5bは、独立に、H又はC1-4アルキルである）;
又はその医薬として許容し得る塩若しくは溶媒和物又は溶媒和物の塩。
（構成２）
　Cyが、1又は2つの独立に選択されるR3により置換されている単環式C3-7シクロアルキル
である、構成１記載の化合物又はその医薬として許容し得る塩。
（構成３）
　Cyが、それぞれ1又は2つの独立に選択されるR3により任意に置換されているテトラヒド
ロピラニル又はテトラヒドロチオピラニルである、構成１又は２記載の化合物又はその医
薬として許容し得る塩。
（構成４）
　R3が、OH、=O、F、及び-CH3から選択される、構成１～３のいずれか一項記載の化合物
又はその医薬として許容し得る塩。
（構成５）
　式IIa、IIb、IIc、IId、IIe又はIIfによる、構成１記載の化合物又はその医薬として許
容し得る塩:
（化２）
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。
（構成６）
　R1が、H、-CH3、-SO3H、又は-P(=O)(OH)2である、構成１～５のいずれか一項記載の化
合物又はその医薬として許容し得る塩。
（構成７）
　R1が、C1-6アルキルが1又は2つの独立に選択されるR4により置換されている-C(=O)C1-6
アルキルである、構成１～５のいずれか一項記載の化合物又はその医薬として許容し得る
塩。
（構成８）
　R1が、C1-6アルキルが1又は2つの独立に選択される-C(=O)OH、-NH2、-NHCH3、又は-N(C
H3)2により置換されている-C(=O)C1-6アルキルである、構成１～５のいずれか一項記載の
化合物又はその医薬として許容し得る塩。
（構成９）
　R2がH又は-CH3である、構成１～８のいずれか一項記載の化合物又はその医薬として許
容し得る塩。
（構成１０）
　下記から選択される構成１記載の化合物又はその医薬として許容し得る塩:
6-[6-[2-(2-ヒドロキシ-エトキシ)-エトキシ]-5-(テトラヒドロ-ピラン-4-イルアミノ)-
イミダゾ[4,5-b]ピリジン-3-イル]-ニコチノニトリル、及び
(S)-2-アミノ-3-メチル-酪酸2-{2-[3-(5-シアノ-ピリジン-2-イル)-5-(テトラヒドロ-ピ
ラン-4-イルアミノ)-3H-イミダゾ[4,5-b]ピリジン-6-イルオキシ]-エトキシ}-エチルエス
テル。
（構成１１）
　医薬として許容し得る担体及び医薬として有効な量の構成１～１０のいずれか一項記載
の化合物又はその医薬として許容し得る塩を含む医薬組成物。
（構成１２）
　さらなる治療剤を含む、構成１１記載の医薬組成物。
（構成１３）
　前記さらなる治療剤が、炎症性疾患、自己免疫疾患、及び/又は増殖性疾患の予防及び/
又は治療のための薬剤である、構成１２記載の医薬組成物。
（構成１４）
　医薬に使用するための、構成１～１０のいずれか一項記載の化合物若しくはその医薬と
して許容し得る塩又は構成１１～１３のいずれか一項記載の医薬組成物。
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（構成１５）
　炎症性疾患、自己免疫疾患、及び/又は増殖性疾患の予防及び/又は治療に使用するため
の、構成１～１０のいずれか一項記載の化合物若しくはその医薬として許容し得る塩又は
構成１１～１３のいずれか一項記載の医薬組成物。
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